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Seaweeds, travellers for 3.5 billion years

平成 22年度　企画展

〒260-8682 千葉市中央区青葉町 955-2 青葉の森公園内　TEL 043-265-3111　ホームページ：http://www.chiba-muse.or.jp/NATURAL/
■開館時間：午前 9時～午後 4時 30分（入館は午後 4時まで）　■休館日：7月 5日、12日

■入場料：一般 500円（400円）、高校・大学生 250円（200円）　（カッコ内は 20名以上の団体料金）
※次の方は入場無料です。　中学生・小学生・学齢未満児／ 65歳以上の方（年齢を示すものを提示）／
身体障害者手帳・精神障害者保健福祉手帳・療育手帳をお持ちの方（手帳提示）及び介助者 1名

［後援］日本藻類学会、日本応用藻類学会、日本藻類協会
［協力］北海道大学北方生物圏フィールド科学センター植物園・宮部金吾記念館、北海道大学総合博物館、
         北海道大学大学院水産科学研究院、神奈川県立生命の星・地球博物館、国立科学博物館、
         国立環境研究所、バムフィールド海洋研究センター、ブリティッシュ・コロンビア大学、
         海と船の博物館ネットワーク、谷敬志

紅藻・コノハノリ Congregatocarpus pacificus

海藻   35億年の旅人─それは生命をつたえるものがたり─
いのち

2010年7月3日土～9月5日日

2010 年ゆめ半島千葉国体
マスコット「チーバくん」

関連イベント
●記念講演会「藻類 30億年の自然史」　講演者：井上 勲（筑波大学教授） 8 月 8日（日）、14：00～16：00
●自然誌シンポジウム「宮部金吾生誕 150周年記念 ─日本の藻類学は今！─」  7 月 17日（土）、9：30～16：00
●植物観察会「潮だまりの海藻　─家族で学ぶ海の自然誌─」（鴨川市・勝浦市）　7月24日（土）（9：30集合）～7月25日（日）（15：00解散）
●体験イベント「海藻で押し葉づくり」　7月4日（日）・19日（月）、8月1日（日）・15日（日）・29日（日）、13：00～14：30
●体験イベント「ところてんを作って食べよう」　7 月 31日（土）、10：00～15：00
●海藻クイズ「君は海藻を知っているか！」　土曜日、日曜日開催　10：00～11：00、13：00～14：00（7/3（土）は、午後のみ）
●ミュージアムトーク（展示解説）　7月4日（日）・19日（月・祝）、8月1日（日）・15日（日）・29日（日）11：00～11：30、14：30～15：00



【お問い合わせ】　　
〒260-8682　千葉市中央区青葉町955-2（青葉の森公園内）
電話 043-265-3111（代表）　ファクス 043-266-2481
ホームページ　http://www.chiba-muse.or.jp/NATURAL/

【開館時間】　午前9時〜午後4時30分（入館は午後4時まで）

【入場料】
一般500円（400円）高校・大学生250円（200円）

（カッコ内は20名以上の団体料金）
※次の方は入場無料です。
　中学生・小学生・学齢未満児／ 65歳以上の方（年齢を示すものを提示）
　 身体障害者手帳・精神障害者保健福祉手帳・療育手帳をお持ちの方（手帳提

示）及び介助者1名

【休館日】　会期中は7月5日・12日（月）のみ休館

【交通案内】
●電車・バスをご利用の場合
◦ JR千葉駅東口7番乗り場から京成バス「大学病院」「大学病院・南矢作」行きで

約15分、「中央博物館」下車、徒歩7分。
◦ JR千葉駅東口6番乗り場から、ちばシティバス「川戸都苑」行きで約15分、「中

央博物館」下車、徒歩7分。
◦ JR千葉駅東口2番乗り場から千葉中央バス「中央博物館」行きで約20分、終点

「博物館・文化ホール」下車、徒歩1分。
◦ JR蘇我駅東口2番乗り場から小湊鐵道バス・千葉中央バス「大学病院」行きで

約15分、「中央博物館」下車、徒歩6分。
◦ 千葉寺駅（京成千原線）下車、徒歩約20分（蘇我駅からのバスは千葉

寺駅を経由します）。
●自動車をご利用の場合
◦京葉道路「松ヶ丘」インターチェンジから約5分。

357

日本人は歴史的に海とかかわりのある生活をいとなみ、ノリ、ワカメ、テングサ、コンブ、アオサなどの海藻は
身近な食材としてあります。藻

そう
類は35億年の歴史を経て進化し、海をはじめ、多様な環境に適応し、わたしたち

の身近な生活空間の中に共に生きています。海藻も人も共に地球に生まれた生
いのち
命を伝えています。

［主な展示内容］
◦地球上最古の生命化石
◦世界最大の海藻ジャイアントケルプ
◦世界一海藻を食べる日本文化
◦日本人の海藻研究の祖・宮部金吾の資料

［平成22年度　企画展］

海藻 35億年の旅人 ─それは生
い の ち

命をつたえるものがたり─

宮部金吾　Dr.Miyabe Kingo 函館の昆布店 ジャイアントケルプ Macrocystis pyrifera

君は海藻博士になれるか！

Seaweeds, travellers for 3.5 billion years
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